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準
値
以
下

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
焼
却
炉
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果
は
次
の
と
お
り
で
、

い
ず
れ
も
国
の
基
準
値
を
下
回
り
ま
し
た
。

測
定
日

測
定
結
果

基
準
値

２
号
炉
排
ガ
ス

11
月
２
日
０・２
０
ナ
ノ
グ
ラ
ム

５
ナ
ノ
グ
ラ
ム

３
号
炉
混
合
成
形
品

11
月
２
日
０・５
３
ナ
ノ
グ
ラ
ム

３
ナ
ノ
グ
ラ
ム

※
１
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
、
10
億
分
の
１
グ
ラ
ム　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
４
８
３
）４
５
２
１
）

自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
自
治
会
で
は
、
温
か
く
住
み
よ
い
街
を
つ
く
る
た
め
、
会
員
同
士
が
力
を
合

わ
せ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
加
入
し
て
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

■
主
な
活
動　
①
ふ
れ
あ
い
の
街
を
つ
く
る
親
睦
活
動　
②
美
し
い
街
を
つ
く

る
環
境
美
化
活
動　
③
安
心
の
街
を
つ
く
る
防
犯
・
防
災
活
動
な
ど

※
詳
し
い
活
動
内
容
は
、
地
域
の
自
治
会
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
加
入
の
メ
リ
ッ
ト　
①
ふ
れ
あ
い
の
輪
が
広
が
る　
②
い
ざ
と
い
う
と
き
に

協
力
や
助
け
合
い
が
で
き
る　
③
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加
で
き
る

■
加
入
方
法　
各
地
区
の
班
長
か
自
治
会
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
賃
貸
住

宅
、
社
宅
ま
た
は
寮
に
居
住
し
て
い
る
世
帯
や
、
一
人
暮
ら
し
の
学
生
も
、
自

治
会
へ
の
加
入
や
新
規
結
成
は
可
能
で
す
。

　

住
ん
で
い
る
地
域
の
自
治
会
が
分
か
ら
な
い
と
き
や
新
し
く
作
る
と
き
は
、

生
活
安
全
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

（
生
活
安
全
課
）

　
　 

29
年
度
国
際
平
和
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
文

　
八
千
代
こ
ど
も
国
際
平
和
文
化
基
金
事
業
の
一
環
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
、
国

際
平
和
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。
対
象
者
は
市

内
在
住
の
小
学
５
年
生
と
中
学
２
年
生
。
入
選
者
60
人

を
表
彰
し
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
の
中
か
ら
面
接

に
よ
り
４
人
の
中
学
生
を
選
考
し
、「
八
千
代
こ
ど
も

親
善
大
使
」と
し
て
、
タ
イ
王
国
バ
ン
コ
ク
都
へ
派
遣

し
ま
す
。
ま
た
入
選
者
の
作
品
を
掲
載
し
た
作
文
集
を

30
年
３
月
に
発
行
す
る
予
定
で
す
。

　
▼
内
容　

課
題
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
ユ
ニ
セ
フ
と
地
球
の
と
も

だ
ち
」。
小
学
生
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
考
え
た
こ
と
を
書

く
。
中
学
生
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
、
今
自
分
が
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
、
も

し
く
は
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
世
界
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
書
く　
▼
応
募
方
法　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
に
ま
と
め
、
５
月
２
日
㈫
必
着
で
教
育
委

員
会
指
導
課
へ
。市
内
小
中
学
校
に
は
課
題
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、原
稿
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。

市
外
通
学
者
に
は
課
題
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
と
原
稿
用
紙
の
配
布
を
行
い
ま
す

▼
発
表　
６
月
中
旬
に
本
人
に
通
知 

（
指
導
課
）

29年度予算案など24案件を可決
29年第１回定例市議会の結果

条例案
■八千代市庁舎整備基金条例の制定について
　耐震安全性や設備の老朽化等への対応とし
て庁舎を整備する場合、一時的に莫大な財政
負担が生じることから、単年度で過度の財政
負担とならないよう支出の平準化を図るため、
基金の設置について条例を制定。
■八千代市ふるさと応援基金条例の制定につ
いて　ふるさと納税寄附金を基金として積み
立て、寄附金の使途を明確化するとともに、
寄附者の意向を反映し、事業に要する経費の
財源に充てるため、基金の設置について条例
を制定。
■八千代市職員定数条例の一部を改正する条
例の制定について　農業委員会及び消防の職
員定数を改定するため、条例を改正。
■八千代市職員の分限に関する手続及び効果
に関する条例の一部を改正する条例の制定
について　職員の失職の特例を定めるため､
条例を改正｡
■八千代市職員の勤務時間に関する条例の一
部を改正する条例の制定について　地方公務
員の育児休業等に関する法律及び育児休業、
介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の
福祉に関する法律の一部改正に伴い、条例を
改正。
■八千代市職員の育児休業等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について　地方公
務員の育児休業等に関する法律の一部改正に
伴い、非常勤職員の育児休業及び部分休業に
ついて定める等のため、条例を改正。

予算案
■28年度八千代市一般会計補正予算（第５号）
歳入歳出それぞれ13億1,822万1,000円を追加し、
総額を579億5,550万円に。収入見込み及び事業
費の確定等に伴う調整、八千代西小学校、大
和田南小学校、南高津小学校のトイレ改修な
ど公共施設の老朽化への対応のほか、新たに
設置する庁舎整備基金等への積立て等を行う
ため所要額の補正を行うものです。
■28年度八千代市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第３号）　歳入歳出それぞれ８億
2,959万7,000円を減額し、総額を219億9,014万
1,000円に。
■28年度八千代市介護保険事業特別会計補正
予算（第４号）　歳入歳出それぞれ３億2,581万
9,000円を減額し、総額を104億9,017万1,000円に。
■28年度八千代市墓地事業特別会計補正予算
（第２号）　歳入歳出それぞれ272万円を追加
し、総額を5,512万4,000円に。
■29年度八千代市一般会計予算【修正可決】
予算規模を525億1,300万円で提出。３億6,661万
5,000円増額し、528億7,961万5,000円とする議会
修正案を可決。
■29年度八千代市国民健康保険事業特別会計
予算　予算規模は217億1,655万8,000円。
■29年度八千代市介護保険事業特別会計予算
予算規模は107億7,120万3,000円。
■29年度八千代市墓地事業特別会計予算　
予算規模は5,184万6,000円。
■29年度八千代市後期高齢者医療特別会計予
算　予算規模は21億1,403万9,000円。
■29年度八千代市水道事業会計予算　予算規
模は68億7,152万7,000円。
■29年度八千代市公共下水道事業会計予算
予算規模は55億548万5,000円。

■八千代市特別職の職員の給与、旅費及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する条例の
制定について　特別職の非常勤職員を一般職
の非常勤職員に変更する等のため、条例を改
正。
■八千代市一般職員の給料の臨時特例に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について
29年４月1日から30年３月31日までの間に
おける一般職員の給料の特例を定めるため、
条例を改正。
■八千代市税条例等の一部を改正する条例の
制定について　社会保障の安定財源の確保等
を図る税制の抜本的な改革を行うための地方
税法及び地方交付税法の一部を改正する法律
等の一部を改正する法律の制定等に伴い、条
例を改正。
■八千代市手数料条例の一部を改正する条例
の制定について　建築物のエネルギー消費性
能の向上に関する法律の施行に伴い、建築物
のエネルギー消費性能確保計画に係る適合性
判定手数料等の額を定める等のため、条例を
改正。
■八千代市介護保険条例の一部を改正する条
例の制定について　介護認定審査会の委員の
任期を定めるため、条例を改正。
■八千代市国民健康保険条例の一部を改正す
る条例の制定について　国民健康保険法施行
令の一部改正に伴い、条例を改正。
■八千代市議会議員及び八千代市長の選挙に
おける選挙運動の公費負担に関する条例の一
部を改正する条例の制定について　公職選挙
法施行令の一部改正に伴い、条例を改正。

　29年第１回定例市議会が２月21日から３月22日まで行われ、29年度予算案など市長が
提出した24案件を審議し、23案件が原案どおり可決、1案件が修正案で可決となりました。
　また、議員提出の議案13案件中４案件が可決されました。
※議案は法務課情報公開班でご覧になれます。

お問い合わせは予算は財政課、
その他は総務課 483-1151（代表）


